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島根県立大学学則 
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   第１章 総則 

 （目的）  

第１条 島根県立大学（以下「本学」という。）は、豊かな教養と高い専門知識及び技術を備え、

北東アジアをはじめとする国際的な視野を持ちつつ地域に貢献し、創造性豊かで実践力のある

人材を育成するとともに、地域に知の還元を行うことで、地域社会の活性化及び発展に寄与し、

さらに国際社会に貢献することを目的とする。 

（人材の育成に関する目的その他の教育研究上の目的） 

第１条の２ 本学の学部の人材の育成に関する目的その他の教育研究上の目的は、次のとおりと

する。 

⑴ 国際関係学部 

環日本海に位置する本学の地理的条件を活かして、世界に開かれた地域社会の実現と国際社

会の平和的発展に寄与する教育研究を推進するとともに、多文化共生や地球規模の諸課題に対

する深い洞察力を備え、多様な世界観が併存する北東アジアをはじめとする国際社会に平和と

安定をもたらすために尽力する人材を育成し、その成果を広く社会に還元することを目的とす

る。 

⑵ 地域政策学部 

  地域の自律的・持続的発展に寄与する教育研究を推進することとし、地域社会やその関連す

る領域において、さまざまな地域の関係者とコミュニケーションをとりながら協力・協働し、

企業や自治体、社会などの問題解決に貢献する人材を育成するとともに、地域政策に関する基

礎的な研究及び実践的な研究を地域と連携しつつ進め、教育研究の成果を幅広く地域社会に還

元することを目的とする。 

⑶ 看護栄養学部 

市民的な教養を教授するとともに、看護学・栄養学における高度な知識と技術を教授・研究

し、深い人間愛と倫理観を基盤としたヒューマンケアの基本と実践能力を身につけた専門職を

育成する。また、看護学・栄養学の教育研究活動を通して地域社会における健康課題を明らか

にし、その改善のための研究を行い、研究成果を保健・医療・福祉分野はもとより広く社会に
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還元することを目的とする。 

⑷ 人間文化学部 

人間形成及び人間によって歴史的に創出・形成されてきた文化について探究し、地域社会と

連携した実践的で学術的な教育研究を推進する。地域における文化の発見と継承、再生に取り

組み、地域で活躍できる実践力を兼ね備えた人材を育成することを通して、関連する学術分野

の進展と地域社会の発展に寄与することを目的とする。 

   第２章 組織 

 （学部、学科及び学生定員） 

第２条 本学の各学部に置く学科及びその学生定員は、次の表のとおりとする。 

学  部 学  科 入学定員 
３年次 

編入学定員 
収容定員 

国際関係学部 国際関係学科 ９０人 ４人 ３６８人 

地域政策学部 地域政策学科 １４０人 ６人 ５７２人 

看護栄養学部 
看護学科 ８０人 ６人以内 ３３２人 

健康栄養学科 ４０人 ３人以内 １６６人 

人間文化学部 
保育教育学科 ４０人 ４人以内 １６８人 

地域文化学科 ７０人 ５人以内 ２９０人 

２ 国際関係学部国際関係学科に国際関係コース及び国際コミュニケーションコースの２コース

並びに地域政策学部地域政策学科に地域経済・デジタルマネジメントコース、地域公共コース

及び地域づくりコースの３コースを置く。 

（別科助産学専攻） 

第２条の２ 本学に、別科助産学専攻を置く。 

２ 別科助産学専攻に関し、この学則に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。 

 （大学院） 

第３条 本学に大学院を置く。 

２ 大学院に関し、この学則に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。 

第４条  削除 

 （附属施設） 

第５条 本学の浜田キャンパスに、附属施設としてメディアセンター及び交流センターを置く。 

２ 本学の出雲キャンパス及び松江キャンパスに、附属施設として図書館を置く。 

（附属機関） 

第５条の２ 本学の出雲キャンパスに、附属機関として、看護栄養交流センターを置く。 

２ 本学の松江キャンパスに、附属機関として、しまね地域共生センターを置く。 

    第３章 職員組織等 

 （職員） 

第６条 本学に学長、副学長、学部長、教授、准教授及び事務職員を置く。 

２ 本学に、前項に規定するもののほか、必要に応じ講師、助教、助手その他必要な職員を置く

ことができる。 

 （客員研究員） 

第７条 本学に、本学の教授、准教授、講師若しくは助教に相当する身分又は研究能力を有する

者を客員研究員として置くことができる。 

 （客員教授） 

第８条 本学に、特定の分野に特に優れた知識及び経験を有する者を客員教授として置くことが

できる。 

（名誉教授） 

第９条 本学の学長、副学長、教授、准教授、助教授、講師又は助教として多年にわたり勤務し、

教育上又は学術上特に功績のあった者に対して、名誉教授の称号を授与することができる。 
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（教育内容等の改善のための組織的研修等） 

第９条の２ 本学は、授業内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するも

のとする。 

   第４章 学年、学期及び休業日 

 （学年） 

第１０条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 （学期） 

第１１条 学年を分けて、次の２学期とする。 

 春学期 ４月１日から９月３０日まで 

 秋学期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

 （休業日） 

第１２条 本学の休業日は、次のとおりとする。 

⑴ 日曜日及び土曜日 

⑵ 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）第３条に規定する休日 

⑶ 春季休業日 

⑷ 夏季休業日 

⑸ 冬季休業日 

２ 前項第３号から第５号までの休業日の期間については、学長が別に定める。 

３ 学長は、前２項の規定にかかわらず臨時に休業日を設け、又は休業日を変更することができ

る。 

４ 学長は、必要と認めるときは、前３項に規定する休業日においても授業を行うことができる。    

第５章  修業年限、在学年限及び在籍期間 

 （修業年限） 

第１３条 本学の修業年限は、４年とする。 

２ 第１８条から第２０条までの規定に基づき入学を許可された者の在学すべき年数については、

学長が定める。 

  （在学年限） 

第１４条 学生は、８年を超えて在学することができない。ただし、第１８条から第２０条まで

の規定に基づき入学した学生にあっては、前条第２項の規定により定められた在学すべき年数

の２倍に相当する年数を超えて在学することができないものとする。 

（在籍期間） 

第１４条の２ 第２２条に規定する入学許可を受けた者の在籍する期間は、前条に規定する在学

年限と第２６条の３に規定する休学期間をあわせた期間とする。 

   第６章 入学、編入学、退学、転学、留学、休学等 

 （入学の時期） 

第１５条 入学の時期は、学期の初めとする。 

 （入学資格） 

第１６条 本学に入学できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

⑴ 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

⑵ 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相

当する学校教育を修了した者を含む。） 

⑶ 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科

学大臣の指定したもの 

⑷ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者 

⑸ 専修学校の高等課程（修学年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後

に修了した者 

⑹ 文部科学大臣の指定した者 
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⑺ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程に

よる大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

⑻ その他本学において、相当年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた者 

 （入学志願等） 

第１７条 本学に入学を志願する者は、本学所定の書類に入学検定料を添えて学長に提出しなけ

ればならない。 

２ 学長は、前項に規定する書類等を提出した者について、入学者選抜試験を行うものとする。 

 （編入学） 

第１８条 学長は、次の各号に掲げる編入学志願者があるときは、選考を行うことができる。 

⑴ 国際関係学部及び地域政策学部にあっては、次のイからニまでのいずれかに該当する者 

イ 他の大学を卒業し、又は退学した者 

ロ 短期大学又は高等専門学校を卒業した者 

ハ 文部科学大臣の定める基準を満たす専修学校の専門課程を修了した者 

ニ その他本学において、イからハまでに掲げる者と同等以上の学力があると認めた者 

⑵ 看護栄養学部看護学科にあっては、次のイ又はロのいずれかに該当する者 

イ 島根県内の短期大学の看護に関する学科を卒業した者 

ロ 島根県内の修業年限を３年以上とする専修学校の看護に関する専門課程を修了した者 

⑶ 看護栄養学部健康栄養学科にあっては、次のイ又はロのいずれかに該当する者 

イ 栄養士法第２条第１項に規定する厚生労働大臣の指定した栄養士養成施設のうち、大学

若しくは短期大学を卒業した者 

ロ 栄養士法第２条第１項に規定する厚生労働大臣の指定した栄養士養成施設のうち、文部

科学大臣の定める基準を満たす専修学校の専門課程を修了した者 

 ⑷ 人間文化学部保育教育学科にあっては、次のイかつロに該当する者またはハに該当する者 

  イ 児童福祉法に規定する保育士資格を有する者 

  ロ 教育職員免許法ならびに教育職員免許法施行規則に規定する幼稚園教諭免許状（二種、

一種あるいは専修）を有する者 

ハ 本学短期大学部保育学科に在学中かつ卒業見込みの者で、「保育士資格」及び「幼稚園

教諭免許状」を有する見込みがあり、別に定める要件を満たす者 

 ⑸ 人間文化学部地域文化学科にあっては、次のイ又はロのいずれかに該当する者 

イ 本学短期大学部総合文化学科又は文化情報学科を卒業した者で、別に定める要件を満たす者 

ロ 本学短期大学部文化情報学科に在学中かつ卒業見込みの者で、別に定める要件を満たす者 

 （転入学） 

第１９条 学長は、他の大学から転入学を志願する者があるときは、欠員がある場合に限り、選

考を行うことができる。 

 （再入学） 

第２０条 学長は、本学を退学した者で、本学を退学し同一学部同一学科への再入学を志願する

者があるときは、欠員がある場合に限り、選考を行うことができる。 

 （入学手続） 

第２１条 第１７条第２項の入学者選抜試験に合格した者及び第１８条から第２０条までの

規定により選考された者は、所定の期間内に本学所定の書類を学長に提出するとともに入

学料を納付しなければならない。ただし、入学料納付の猶予を受ける者の入学料の納付につ

いては、この限りでない。 

 （入学許可） 

第２２条 学長は、前条の手続きをした者について、入学を許可するものとする。 

（退学） 

第２３条 学生は、本学を退学しようとするときは、学長に願い出てその許可を受けなければな

らない。 

 （転学） 
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第２４条 学生は、他の大学等に転学しようとするときは、学長に願い出てその許可を受けなけ

ればならない。 

（転学部及び転学科） 

第２４条の２ 学長は、本学の他の学部又は同一学部の他の学科に転学部又は転学科を志願する

者があるときは、別に定めるところにより、これを許可することができる。 

２ 前項の規定により、転学部又は転学科を志願する学生は、在籍のまま志願することができる。 

 （留学） 

第２５条 学生は、外国の大学等に留学しようとするときは、学長に願い出てその許可を受けな

ければならない。 

２ 前項の許可を受けて留学した期間は、第３７条に規定する卒業の要件となる年数に算入する

ことができる。 

 （休学の許可） 

第２６条 学生は、疾病その他やむを得ない事由により３月以上修学することができないときは、

学長の許可を受けて休学することができる。 

（休学の命令） 

第２６条の２ 学長は、疾病その他やむを得ない事由のため修学することが適当でないと認めら

れる学生に対して、期間を定めて休学を命ずることができる。 

 （休学期間） 

第２６条の３ 休学期間は、１年を超えることができない。ただし、学長は、特別の事由がある

と認めるときは、１年を限度として休学期間を延長することができる。 

２ 休学期間は通算して４年を超えることができない。 

３ 休学期間は、第１４条に規定する年数に算入しない。 

（復学） 

第２７条 第２６条又は第２６条の２の規定により休学した学生は、休学期間が満了したとき又

は休学期間内においてその事由が消滅したときは、学長の許可を受けて復学することができる。 

（除籍） 

第２８条 学長は、次の各号のいずれかに該当する学生を除籍することができる。 

⑴ 第１４条に規定する在学年限を超えた者 

⑵ 第２６条の３第１項又は第２項の休学期間を超えてなお修学できない者 

⑶ 所定の期日までに入学料を納付しない者（第２１条のただし書きを適用して入学を許可し

た者に限る。） 

⑷ 授業料の納付を怠り、督促後も納付しない者 

⑸ 死亡した者又は長期にわたり行方不明の者 

   第７章 授業科目、履修方法等 

 （授業科目及び履修方法） 

第２９条 授業科目の種類、単位数及び履修方法は、別表１のとおりとする。 

２ 別表１に定めるもののほか、履修方法に関し必要な事項は、別に定める。 

３ 授業は本学の教室等での対面授業のほか、多様なメディアを高度に利用した遠隔授業として

当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

４ 前項の規定により学生が修得した単位については、第３３条から第３６条の規定により認め

る単位数と合わせて、６０単位を超えることはできない。 

５ 第１８条から第２０条までの規定により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単

位数の取り扱いについては、学長が定める。 

 （単位の授与） 

第３０条 授業科目を履修し、その試験に合格した学生には、所定の単位を与える。ただし、第

３２条第３項に規定する卒業研究については、適切な方法により学修の成果を評価して所定の

単位を与える。 

 （試験の評価） 

第３１条 試験の評価は、秀、優、良、可又は不可をもって表し、秀、優、良及び可を合格とす
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る。 

 （単位の計算方法） 

第３２条 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもっ

て構成することを標準とし、授業方法に応じて、次の基準により計算する。 

⑴ 講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲の授業をもって１単位とする。 

⑵ 実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、一の授業科目について、講義、演習、実習又は実技のうち、二以

上の方法の併用により行う場合の単位数を計算するに当たっては、その組み合わせに応じ、前

項各号に規定する基準を考慮して学部が定める時間の授業をもって１単位とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、卒業研究は４単位とする。 

 （他の大学等又は本学の他の学部等における授業科目の履修及び修得単位の認定） 

第３３条 本学が教育上有益と認めるときは、学生に他の大学若しくは短期大学又は本学の他の

学部若しくは同一学部の他の学科の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により学生が他の大学若しくは短期大学において修得した単位については、６０

単位を超えない範囲内で、本学で履修したとみなし、単位を認定することができる。 

３ 前項の規定は、第２５条の規定により学生が外国の大学又は短期大学に留学して修得した単

位について準用する。この場合において、本学が認めることができる単位数は、前項の規定に

より認める単位数と合わせて、６０単位を超えることはできない。 

 （大学以外の教育施設等における学修及び単位の認定） 

第３４条 本学が教育上有益と認めるときは、学生に短期大学又は高等専門学校の専攻科におけ

る学修その他文部科学大臣が定める学修を行なわせることができる。 

２ 前項の規定により学生が修得した学修については、本学における授業科目の履修とみなし、

単位を与えることができる。 

３ 前項の規定に基づき与えることができる単位数は、前条第２項及び第３項の規定に基づき本

学において修得したものとみなす単位数と合わせて、６０単位を超えることはできない。 

 （入学前の既修得単位等の認定） 

第３５条 本学が教育上有益と認めるときは、編入学、転入学、転学部、転学科及び再入学の場

合を除き、学生が本学に入学する前に他の大学及び短期大学において履修した授業科目につい

て修得した単位、又は学生が本学に入学する前に行なった前条第１項に規定する学修を、本学

における授業科目の履修とみなし、単位を認定することができる。 

２ 前項の規定により認めることができる単位数は、合わせて６０単位を超えることはできない。 

 （他の大学等における修得単位等の認定の限度） 

第３６条 第２９条及び前３条の規定により認めることのできる単位数は、編入学、転入学、転

学部、転学科及び再入学の場合を除き、合わせて６０単位を超えることはできない。 

   第８章 卒業 

 （卒業の要件） 

第３７条 学生は、本学を卒業するためには４年（第１８条から第２０条までの規定に基づき入

学した学生にあっては、第１３条第２項の規定により定められた在学すべき年数）以上在学し、

かつ、別表１に掲げる授業科目を履修し、別表３に掲げる所定の単位を修得しなければならな

い。 

 （卒業の時期） 

第３８条 卒業の時期は、学期の終わりとする。 

（卒業の認定及び証書の授与） 

第３９条 学長は、第３７条に規定する卒業の要件を満たした者について、卒業の認定を行うも

のとする。 

２ 学長は、前項の規定により卒業の認定をした者に対し、卒業証書を授与するものとする。 

 （学位） 

第４０条 本学を卒業した者に、次の区分に従い、学士の学位を授与する。 
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学  部 学  科 学  位 

国際関係学部 国際関係学科 学士（国際関係学） 

地域政策学部 地域政策学科 学士（地域政策学） 

看護栄養学部 
看護学科 学士（看護学） 

健康栄養学科 学士（栄養学） 

人間文化学部 
保育教育学科 学士（保育教育学） 

地域文化学科 学士（地域文化学） 

（免許状等） 

第４１条 別表２に定める必要な授業科目を履修しその単位を修得した者は、次の区分に従い、

教育職員免許状を受ける資格を取得することができる。 

学  部 学  科 教育職員免許状の種類（免許教科） 

看護栄養学部 健康栄養学科 栄養教諭一種免許状 

人間文化学部 保育教育学科 幼稚園教諭一種免許状 

小学校教諭一種免許状 

特別支援学校教諭一種免許状 

地域文化学科 中学校教諭一種免許状（国語） 

中学校教諭一種免許状（英語） 

高等学校教諭一種免許状（国語） 

高等学校教諭一種免許状（英語） 

第４１条の２ 本学において取得することができる免許状及び資格の種類は、次のとおりとする。 

学  部 学  科 免許状及び資格の種類 

看護栄養学部 看護学科 看護師国家試験受験資格 

保健師国家試験受験資格 

健康栄養学科 栄養士免許 

管理栄養士国家試験受験資格 

食品衛生管理者 

食品衛生監視員 

人間文化学部 保育教育学科 保育士資格 

司書教諭資格 

地域文化学科 司書資格 

司書教諭資格 

第４１条の３ 別に定める必要な科目を履修しその単位を修得した者は、しまね地域マイスター

の認定を受ける資格を取得することができる。 

第４１条の４ 別に定める必要な科目を履修しその単位を修得した者は、学校司書の認定を受け

る資格を取得することができる。 

第９章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生等 

（科目等履修生） 

第４２条 学長は、本学の学生以外の者で、本学において特定の授業科目を履修することを志願

する者があるときは、本学の教育に支障がない限り、科目等履修生としての選考を行うことが

できる。 

 （聴講生） 

第４３条 学長は、本学の学生以外の者で、本学において特定の授業科目を聴講することを志願

する者があるときは、本学の教育に支障がない限り、聴講生としての受講を許可することがで

きる。 

 （特別聴講学生） 

第４４条 学長は、他の大学等の学生で、本学において特定の授業科目を履修することを志願す

る者があるときは、本学の教育に支障がない限り、特別聴講学生としての選考を行うことがで
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きる。 

（研究生） 

第４５条 学長は、本学の学生以外の者で、本学において特定の事項を研究することを志願する

者があるときは、本学の教育研究に支障がない限り、研究生としての選考を行うことができる。 

 （外国人留学生） 

第４６条 学長は、外国人で本学に入学を志願する者があるときは、外国人留学生としての選考

を行うことができる。 

（科目等履修生等の入学手続等） 

第４７条 第４２条及び第４４条から第４６条までの規定により選考された者に係る入学手続及

び入学許可については、第２１条及び第２２条の規定を準用する。 

   第９章の２ 特別の課程 

 （履修証明プログラム） 

第４７条の２ 学長は、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１０５条に規定する特別の課

程として本学の学生以外の者を対象とした履修証明プログラムを編成し、これを修了した者に

対し、修了の事実を証する証明書を交付することができる。 

２ 履修証明プログラムに関し、この学則に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。 

   第１０章 賞罰 

 （表彰） 

第４８条 学長は、学生として表彰に価する行為があった者を表彰することができる。 

 （懲戒） 

第４９条 学長は、学則その他本学の諸規程に反し、又は学生としての本分に反する行為をした

学生を、懲戒することができる。 

２ 前項の懲戒は、退学、停学及び訓告の処分とする。 

３ 退学の処分は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。 

⑴ 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

⑵ 正当の理由がなくして出席が常でない者 

⑶ 本学の秩序を乱し、その他学生の本分に反した者 

   第１１章 福利厚生施設 

 （福利厚生施設） 

第５０条 本学に、学生寮、国際交流会館その他の福利厚生施設を置く。 

   第１２章 入学検定料、入学料、授業料及び学生寮使用料 

 （入学検定料、入学料、授業料及び学生寮使用料） 

第５１条 本学の入学検定料、入学料、授業料及び学生寮使用料について、必要な事項は別に定

める。 

   第１３章 開放事業 

  （開放事業）  

第５２条 本学は、地域と共に歩む大学として地域社会の発展と文化の向上に寄与するため、公

開講座、講演会その他の開放事業を行うことができる。 

   第１４章 自己点検・評価 

 （自己点検・評価） 

第５３条  本学は、本学の教育研究水準の向上を図り、本学設置の目的を達成するため、教育研

究活動等について自己点検・評価を行うものとする。 

２ 前項の点検及び評価を行うため、本学に、自己点検・評価委員会を置く。 

３  第１項の点検及び評価の結果の概要は公表する。 

   第１５章 雑則 

 （委任） 

第５４条 この学則の施行に関し必要な事項は、学長が別に定める。 
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  附 則 

１ この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 平成１７年４月１日以前に入学した者に係る授業科目の種類、単位数、履修方法及び卒業に

必要な単位数については、第２９条、第３０条及び第３７条の規定にかかわらず、なお従前の

例による。 

３ 平成１８年４月１日以前に入学した者の教育職員免許状を受ける資格に係る授業科目の種類、

単位数及び履修方法については、第４１条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

  附 則 

この学則は、平成２０年４月１日から施行する。ただし、平成１９年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

 

附 則 

この学則は、平成２１年４月１日から施行する。ただし、平成１９年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この学則は、平成２２年４月１日から施行する。ただし、平成２１年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この学則は、平成２２年４月１日から施行する。ただし、平成２１年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この学則は、平成２２年４月１日から施行する。ただし、平成２１年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この学則は、平成２３年４月１日から施行する。ただし、平成２２年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この学則は、平成２４年４月１日から施行する。ただし、平成２３年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この学則は、平成２５年４月１日から施行する。ただし、平成２４年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この学則は、平成２５年１０月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、平成２５年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

 附 則 

この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

 附 則 



 

 

００１－１０ 

 

この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

 附 則 

この学則は、平成２７年４月１日から施行する。ただし、平成２６年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

 附 則 

この学則は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、平成２７年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

 附 則 

この学則は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、平成２７年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

 附 則 

１ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年４月１日以前に入学した者に係る別表 1 に掲げる授業科目の種類及び単位数につ

いては、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 平成２８年４月１日以前に入学した者に係る試験の評価については、第３１条の規定にかか

わらず、なお従前の例による。 

 附 則 

この学則は、平成３０年４月１日から施行する。ただし、平成２９年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この学則は、平成３０年４月１日から施行する。ただし、平成２９年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この学則は、平成３１年４月１日から施行する。ただし、平成３０年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数及び取得できる教員免許状については、第２９条及び第４１

条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

この学則は、平成３１年４月１日から施行する。ただし、平成３０年４月１日以前に入学した

者に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附  則 

この学則は、令和２年４月１日から施行する。ただし、平成３１年４月１日以前に入学した者

に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例によ

る。 

附 則 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 改正前の島根県立大学学則（以下「改正前の学則」という。）は、改正前の学則第２条に規

定する総合政策学部に在籍する者に対しては、なお効力を有する。 

３ 改正後の島根県立大学学則（以下「改正後の学則」という。）第２条に規定する国際関係学

部及び地域政策学部の編入学定員は、同条の規定にかかわらず、次の表のとおりとする。 
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学  部 学  科 
令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度以降 

国際関係学部 国際関係学科 － － 4 人 

地域政策学部 地域政策学科 － － 6 人 

４ 改正後の学則第２条に規定する国際関係学部及び地域政策学部の収容定員は、同条の規定に

かかわらず、次の表のとおりとする。 

学  部 学  科 
令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度 

令和 

６年度以降 

国際関係学部 国際関係学科 90 人 180 人 274 人 368 人 

地域政策学部 地域政策学科 140 人 280 人 426 人 572 人 

５ 改正前の学則第２条に規定する総合政策学部の編入学定員は、同条の規定にかかわらず、次

の表のとおりとする。 

学  部 学  科 
令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度以降 

総合政策学部 総合政策学科 10 人 10 人 － 

６ 改正前の学則第２条に規定する総合政策学部の収容定員は、同条の規定にかかわらず、次の

表のとおりとする。  

学  部 学  科 
令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度 

令和 

６年度以

降 

総合政策学部 総合政策学科 680 人 460 人 230 人 0 人 

附 則 

この学則は、令和３年４月１日から施行する。ただし、令和２年４月１日以前に入学した者

に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則  

この学則は、令和４年４月１日から施行する。ただし、令和３年４月１日以前に入学した者

に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この学則は、令和５年４月１日から施行する。ただし、令和４年４月１日以前に入学した者

に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

  この学則は、令和５年１０月５日から施行する。 

附 則 

この学則は、令和６年４月１日から施行する。ただし、令和５年４月１日以前に入学した者

に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この学則は、令和７年４月１日から施行する。ただし、令和６年４月１日以前に入学した者

に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則 

この学則は、令和８年４月１日から施行する。ただし、令和７年４月１日以前に入学した者

に係る授業科目の種類及び単位数については、第２９条の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 
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別表１ 授業科目（第２９条関係） 

１－１ 国際関係学部国際関係学科 

授業科目の名称 
配当 

年次 

単位数 
備考 

必修 選択 自由 

基
礎
教
養
科
目
群 

一般教養

科目 

社会科学 しまね地域共生学入門  

日本の政治 

国際社会と政治 

グローバル時代の平和と安全 

グローバリゼーション論 

経済学入門 

現代企業論 

法学入門  

社会学入門 

ジェンダー論 

1 春 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 春 

1 春 

1･2 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

人文科学 哲学 

日本思想史入門 

日本文化論  

人文地理学 

歴史学概論  

西洋近代史 

文学 

心理学概論 

地域文化入門 

1･2 春 

1･2 春 

1･2 秋 

1･2 秋 

1 春 

2 春 

1･2 春 

1･2 春 

1 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

自然科学 経済数学の基礎 

自然地理学 

環境科学 

島根県の水産業 

1 春 

1･2 秋 

1･2 秋 

1･2 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

  

情報・統

計 

コンピュータ・リテラシー 

情報リテラシー 

統計学Ⅰ 

統計学Ⅱ 

1 春 

1 春 

1 秋 

2 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

  

連携 教養ラボⅠ 

教養ラボⅡ 

2 通 

3 通 

 ４ 

４ 

  

語学・多

文化理解

科目 

 

 

英語 

 

 

 

 

英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

ビジネス英語入門Ⅰ 

ビジネス英語入門Ⅱ 

海外英語研修 

1 春 

1 秋 

1 春 

1 秋 

1 秋 

２ 

２ 

 

 

２ 

２ 

２ 

  

北東アジ

ア言語 

中国語Ⅰ 

中国語Ⅱ 

海外中国語研修 

韓国語Ⅰ 

韓国語Ⅱ 

海外韓国語研修 

ロシア語Ⅰ 

ロシア語Ⅱ 

海外ロシア語研修 

1 春 

1 秋 

2 春 

1 春 

1 秋 

2 春 

1 春 

1 秋 

2 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

日本語 

 

 

日本語Ⅰ 

日本語Ⅱ 

日本語Ⅲ 

日本語Ⅳ 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

 留学生のみ

履修を認め

る 

多文化理

解 

 

 

 

異文化理解（アメリカ） 

異文化理解（カナダ） 

異文化理解（中国） 

異文化理解（韓国） 

異文化理解（ロシア語圏） 

多文化交流 

中国文化入門 

1 秋 

1 春 

1 春 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

キャリア科目 キャリアプランニング 2 秋  ２    
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キャリアプラクティス 1 秋  １ 

専
門
基
礎
科
目
群 

国際関係学科共通科

目 

多文化共生論入門  

国際文化論  

地域研究方法論 

平和学  

ボーダースタディーズ  

国際社会学  

文化人類学  

比較文化論  

憲法Ⅰ 

社会学 

地域観光資源論 

ＳＤＧｓ概論 

1 春 

2 春 

2 春 

2･3 秋 

2 秋 

2･3 秋 

1･2 春 

1･2 秋 

1 秋 

1 秋 

1 秋 

1 春 

２  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

国際関係コース科目

  

国際関係概論  

政治学概論 

政治学 

北東アジア関係概論  

国際政治学 

北東アジア国際関係史  

アメリカ政治外交論  

アジア経済論 

日本外交史  

政治思想史  

モンゴル語と文化 

質的調査法  

数的処理の基礎 

経営学総論 

マクロ経済学 

ミクロ経済学 

行政学   

歴史資料解読法  

1 秋 

1 春 

2 秋 

1 秋 

2 秋 

2 春 

2 春 

2 秋 

2 秋 

2･3 春 

1･2 春 

2 春 

1･2 秋 

1 春 

1 秋 

1 秋 

1 秋 

2 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

国際コミ

ュニケー

ションコ

ース科目 

 

 

言語学・ 

コミュニ

ケーショ

ン学 

 

 

 

コミュニケーション学概論  

言語学概論 

英文法 

音声学 

英語音韻論 

社会言語学 

比較言語文化論 

異文化コミュニケーション論 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 秋 

2 春 

2 春 

2 秋 

2 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

英語 

 

 

 

 

 

英語コミュニケーションⅠ 

英語コミュニケーションⅡ 

エッセイライティングⅠ 

エッセイライティングⅡ 

英字新聞リーディング 
英語アカデミックリーディング 

2 春 

2 秋 

2 春 

2 秋 

2 春 

2 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

北東アジ

ア言語 

 

 

 

 

 

中国語コミュニケーションⅠ 

中国語コミュニケーションⅡ  

中国語読解Ⅰ 

中国語読解Ⅱ 

韓国語コミュニケーションⅠ 

韓国語コミュニケーションⅡ  

韓国語読解Ⅰ 

韓国語読解Ⅱ 
ロシア語コミュニケーションⅠ 

ロシア語コミュニケーションⅡ  

ロシア語読解Ⅰ 

ロシア語読解Ⅱ 

2 春 

2 秋 

2 春 

2 秋 

2 春 

2 秋 

2 春 

2 秋 

2 春 

2 秋 

2 春 

2 秋 

 １ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

  

演習科目 アカデミック・ライティング 

スタディスキルⅠ 

スタディスキルⅡ 

1 春 

1 春 

1 秋 

 

 

２ 

２ 

２ 
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専
門
科
目
群 

 
 

国際関係コース科目 モンゴル文化社会論  

日中交流史 

朝鮮半島社会論  

ロシア社会論  

ロシア文化論  

比較宗教学  

社会宗教論 

北東アジア民族関係論 

グローバル市民社会論  

アジア環境論  

アジアのイスラーム世界 

南アジア研究 

環境経済学 

環境システム論 

政策過程論  

ＮＰＯ論 

憲法Ⅱ  

比較憲法  

文化社会学  

福祉社会学  

中国政治社会論  

中国外交論 

朝鮮半島政治論  

朝鮮半島外交論  

日朝関係史  

ロシア政治経済論  

日露関係論  

アジア比較政治  

グローバル・ガバナンス論  

国際法 

国際機構論  

ヨーロッパ統合論  

国際開発論 

政治哲学 

2･3 春 

2･3･4 秋 

2･3 秋 

2･3 春 

2･3 秋 

2･3･4 秋 

2･3 秋 

2･3･4 秋 

2･3 春 

2･3 春 

2･3 春 

2･3 春 

3･4 秋 

3･4 秋 

2･3 春 

2･3 秋 

2･3 春 

2･3 秋 

2･3 秋 

2･3 秋 

2･3 春 

2･3 秋 

2･3 春 

2･3 春 

2･3･4 秋 

2･3･4 秋 

2･3 秋 

2･3･4 春 

2･3 秋 

2･3 春 

2･3 春 

2･3 春 

3･4 春 

2･3 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

国際コミ

ュニケー

ション科

目 

 

 

 

 

 

言語学・

コミュニ

ケーショ

ン学 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語教育概論 

コーパス言語学 

対照言語学 

英語学特別演習 

中国言語文化研究 

韓国語学概論 

言語文化研究（ロシア語） 

デジタルコミュニケーション論 

映像コミュニケーション論 

映像表現論  

ローカル・ジャーナリズム論  

英米文学リーディング 

コミュニケーション研究法 

対人コミュニケーション論 
グローバルディスカッションⅠ 

グローバルディスカッションⅡ  

2 春 

3･4 春 

3･4 春 

3 秋 

3 秋 

3 春 

3 秋 

2 秋 

2･3 春 

2･3 秋 

2･3･4 春 

3･4 春 

3 秋 

3 春 

3 春 

3 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

英語 

 

 

 

 

ビジネス英語Ⅰ 

ビジネス英語Ⅱ  

プレゼンテーション 

ディベート 

リサーチペーパー・ライティング 

2 春 

2 秋 

2 春 

2 秋 

3 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

北東アジ

ア言語 

 

 

 

中国語音韻論 

実践中国語Ⅰ 

実践中国語Ⅱ 

韓国語音声学 

韓国のことばと社会 

2 秋 

3 春 

3 秋 

2 春 

2 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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実践韓国語Ⅰ 

実践韓国語Ⅱ 

実践ロシア語Ⅰ 

実践ロシア語Ⅱ 

3 春 

3 秋 

3 春 

3 秋 

２ 

２ 

２ 

２ 

演習科目 基礎演習Ⅰ 
国際コミュニケーション演習Ⅰ 

基礎演習Ⅱ 
国際コミュニケーション演習Ⅱ 

国際関係専門演習Ⅰ 

国際関係専門演習Ⅱ 

国際コミュニケーション専門演習Ⅰ 

国際関係専門演習Ⅲ 

国際コミュニケーション専門演習Ⅱ 

国際関係専門演習Ⅳ 

国際コミュニケーション専門演習Ⅲ 

国際関係専門演習Ⅴ 

国際コミュニケーション専門演習Ⅳ 

卒業研究 

1 秋 

2 春 

2 春 

2 秋 

2 秋 

3 春 

3 春 

3 秋 

3 秋 

4 春 

4 春 

4 秋 

4 秋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

自由選択科目 他の大学等で開設する授業科

目のうち国際関係学部が単位

互換科目と認めた科目並びに

地域政策学部が国際関係学部

に開放する授業科目 

  当該科

目に定

められ

ている

単位数 

  

【注】自由科目とは、その単位を修得しても卒業に必要な単位数には算入されない科目である。 
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１－２ 地域政策学部地域政策学科 

授業科目の名称 

配当 

年次 

単位数 

備考 
必修 選択 

自

由 

基
礎
教
養
科
目
群 

一般教養

科目 

社会科学 しまね地域共生学入門 

日本の政治 

国際社会と政治 

グローバル時代の平和と安全 

グローバリゼーション論 

経済学入門 

現代企業論 

法学入門  

社会学入門 

ジェンダー論 

1 春 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 春 

1 春 

1･2 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

人文科学 哲学 

日本思想史入門 

日本文化論  

人文地理学 

歴史学概論  

西洋近代史 

文学 

心理学概論 

地域文化入門 

1･2 春 

1･2 春 

1･2 秋 

1･2 秋 

1 春 

2 春 

1･2 春 

1･2 春 

1 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

自然科学 経済数学の基礎 

自然地理学 

環境科学 

島根県の水産業 

1 春 

1･2 秋 

1･2 秋 

1･2 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

  

情報・統

計 

コンピュータ・リテラシー 

情報リテラシー 

統計学Ⅰ 

統計学Ⅱ 

1 春 

1 春 

1 秋 

2 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

  

連携 教養ラボⅠ 

教養ラボⅡ 

2 通 

3 通 

 ４ 

４ 

  

語学・多

文化理解

科目 

 

 

英語 

 

 

 

 

英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

ビジネス英語入門Ⅰ  

ビジネス英語入門Ⅱ  

海外英語研修 

1 春 

1 秋 

1 春 

1 秋 

1 秋 

２ 

２ 

 

 

２ 

２ 

２ 

  

北東アジ

ア言語 

中国語Ⅰ 

中国語Ⅱ 

海外中国語研修 

韓国語Ⅰ 

韓国語Ⅱ 

海外韓国語研修 

ロシア語Ⅰ 

ロシア語Ⅱ 

海外ロシア語研修 

1 春 

1 秋 

2 春 

1 春 

1 秋 

2 春 

1 春 

1 秋 

2 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

日本語 

 

 

日本語Ⅰ 

日本語Ⅱ 

日本語Ⅲ 

日本語Ⅳ 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

 留学生のみ

履修を認め

る 
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多文化理

解 

 

 

 

異文化理解（アメリカ） 

異文化理解（カナダ） 

異文化理解（中国） 

異文化理解（韓国） 

異文化理解（ロシア語圏） 

多文化交流 

中国文化入門 

1 秋 

1 春 

1 春 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

キャリア科目 キャリアプランニング 

キャリアプラクティス 

2 秋 

1 秋 

 ２  

１ 

  

専
門
基
礎
科
目
群 

学科コア科目 地域政策概論 

地域社会論 

1 春 

1 秋 

２ 

２ 

   

リサーチ科目 社会調査法  

質的調査法  

アカデミックライティング 

数的処理の基礎 

1 秋 

2 春 

1 春 

1･2 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

  

国際理解科目 

 

国際政治学 

国際関係概論  

平和学 

多文化共生論入門  

北東アジア国際関係史  

文化人類学 

2 秋 

1 秋 

2･3 秋 

1 春 

2 春 

1･2 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

実習科目  

 

フィールド基礎実習Ａ 

フィールド基礎実習Ｂ 

地域理解（国内研修） 

1･2 春 

1･2 春 

2･3 春 

 ２ 

２ 

２ 

  

選択科目 マクロ経済学  

ミクロ経済学  

アジア経済論 

経営学総論  

会計学 

中小企業論  

経営組織論 

地域観光資源論 

地域資源活用法 

地域思想論 

社会事業論 

憲法Ⅰ 

行政法Ⅰ 

民法Ⅰ(総則)  

民法と家族 

行政学  

政治学概論  

政治学  

政治思想史  

社会学 

ＳＤＧｓ概論  

自然保護思想   

コミュニケーション学概論 

コミュニティ政策論 

グローバル市民社会論 

歴史資料解読法 

地域文化論 

1 秋 

1 秋 

2 秋 

1 春 

2 春 

2 春 

2 秋 

1 秋 

2 秋 

1 秋 

1 秋 

1 秋 

2 春 

1 秋 

1 秋 

1 秋 

1 春 

2 秋 

2 春 

1 秋 

1 春 

1 春 

1 春 

2 春 

2 春 

2 春 

1 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

演習科目  地域経済経営基礎演習 

地域公共基礎演習 

地域づくり基礎演習 

1 秋 

1 秋 

1 秋 

 ２ 

２ 

２ 

  

専
門
科
目
群 

選択科目 計量経済学 

地域経済論  

交通・観光経済論 

農業経済政策論 

地域産業政策論 

2･3 春 

2･3 秋 

2･3 秋 

3･4 春 

3･4 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  



 

 

００１－１８ 

 

財政学 

公共政策論 

経営管理論 

マーケティング論 

ベンチャービジネス論  

企業会計  

地域金融論 

経営戦略論  

意思決定論  

環境経済学 

公共経済論 

地域経営論 

ブランディング論  

起業実践法 

憲法Ⅱ 

比較憲法  

刑法 

行政法Ⅱ  

環境法  

労働法  

民法Ⅱ(物権)  

民法Ⅲ(債権)  

商法 

国際法  

地方政治 

政治哲学 

政治過程論 

現代政治分析 

地方自治論 

政策過程論 

地域交通政策論 

文化政策論  

家族社会学  

文化社会学  

福祉社会学  

社会保障論  

関係人口論  

ＮＰＯ論  

ボランティア論 

コミュニティデザイン論 

ローカル・ジャーナリズム論  

地域ネットワーク活用法 

文化遺産活用法  

日本政治思想史（近世） 

日本政治思想史（近代） 

社会宗教論 

映像表現論 

地域総合計画論 

国際開発論 

環境政策論  

環境システム論 

環境保全論 

アジア環境論 

データ分析 1（基礎編） 

データ分析 2（応用編） 

データ分析 3（活用編） 

プロジェクトマネジメント 1

（基礎編） 

プロジェクトマネジメント 2 

（応用編） 

2･3 春 

2･3 春 

2 秋 

2 春 

2･3 春 

2 秋 

2･3 春 

3･4 春 

2･3･4 春 

2･3･4 秋 

2･3 春 

2･3 春 

2･3 秋 

3･4 春 

2･3 春 

2･3 秋 

1･2 秋 

2･3 秋 

2･3 秋 

2･3 秋 

2･3 春 

2･3 春 

2･3 春 

2･3 春 

2･3 秋 

2･3 秋 

2･3 春 

2･3･4 秋 

2･3 春 

2･3 春 

2･3 秋 

2･3 秋 

2･3 春 

2･3 秋 

2･3 秋 

2･3 春 

2･3･4 秋 

2･3 秋 

2･3 秋 

2 春 

2･3･4 春 

2･3 春 

2･3･4 秋 

2･3 秋 

2･3 秋 

2･3 秋 

2･3 秋 

2･3 春 

2･3 春 

2･3･4 春 

2･3･4 秋 

2･3 秋 

2･3 春 

2 春 

2 秋 

3 春 

2 秋 

 

3 春 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

 



 

 

００１－１９ 

 

プロジェクトマネジメント 3 

（活用編） 

コンピュータシステム 1 
（ハードウェアとソフトウェア） 

コンピュータシステム 2 
（ネットワークとデータベース） 

システム開発技術 

行動経済学 

行動科学 

イノベーション思考 

生産管理論 

経営情報システム論 

3 秋 

 

2 春 

 

2 秋 

 

3 春 

2 春 

2 秋 

3 春 

2･3 春 

2･3 春 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

演習科目  地域マネジメント演習Ⅰ 

地域マネジメント演習Ⅱ 

地域マネジメント演習Ⅲ 

地域マネジメント演習Ⅳ 

地域マネジメント演習Ⅴ 

地域マネジメント演習Ⅵ 

専門演習Ⅰ 

専門演習Ⅱ 

専門演習Ⅲ 

専門演習Ⅳ 

専門演習Ⅴ 

専門演習Ⅵ 

地域プロジェクト研究ⅠＡ 

地域プロジェクト研究ⅠＢ 

地域プロジェクト研究ⅡＡ 

地域プロジェクト研究ⅡＢ 

卒論演習Ⅰ 

卒論演習Ⅱ 

卒業研究 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 秋 

4 春 

4 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 秋 

4 春 

4 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 秋 

4 春 

4 秋 

4 秋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

自由選択科目 他の大学等で開設する授業科

目のうち地域政策学部が単位

互換科目と認めた科目並びに

国際関係学部が地域政策学部

に開放する授業科目 

  当該科

目に定

められ

ている

単位数 

  

【注】自由科目とは、その単位を修得しても卒業に必要な単位数には算入されない科目である。 



 

 

００１－２０ 

 

１－３ 看護栄養学部看護学科 

授  業  科  目  の  名  称 
配当 

年次 

単位数 
備考 

必修 選択 自由 
一
般
教
養 

外国語 英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

英語Ⅲ 

英会話Ⅰ 

英会話Ⅱ 

韓国語 

１春 

１秋 

２春 

１春 

１秋 

１春 

１ 

１ 

 

１ 

１ 

 

 

１ 

 

 

１ 

  

自然と情報科

学 

生物学 

化学 

自然科学の基礎 

情報リテラシー 

情報処理の基礎 

統計学 

１春 

１春 

１春 

１春 

１秋 

２秋 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

  

社会と生活 現代日本語 

社会学 

文化人類学 

日本国憲法 

社会福祉論 

倫理学 

心理学 

発達心理学 

環境論 

ジェンダー論 

健康と運動Ⅰ 

健康と運動Ⅱ 

健康と音楽 

ボランティア活動論 

キャリア育成 

１春 

１春 

１秋 

２秋 

１秋 

１春 

１春 

２春 

１春 

１秋 

１春 

１秋 

１春 

１春 

１春 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

文化と医療 島根の地域医療 

国際保健と国際協力 

異文化研修Ⅰ（韓国） 

異文化研修Ⅱ（米国） 

異文化研修Ⅲ（台北） 

異文化研修Ⅳ（台中） 

異文化研修Ⅴ（ベトナム） 

多文化共生と地域医療 

ホースセラピー（動物介在療法）とケア 

隠岐病院研修 

沖縄研修 

江津の地域医療研修 

石見銀山大森研修 

豊岡芸術研修 

終末期ケア研修 

口腔・嚥下機能と健康 

チーム医療論 

リスクマネジメント 

２春 

４春 

1～4 春 

1～4 春 

2～4 春 

2～4 春 

2～4 春 

1～4 春 

2～4 春 

1～4 春 

2～4 春 

1～4 春 

1～4 春 

1～4 春 

2～4 春 

１秋 

４春 

３春 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

１ 

 

 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 



 

 

００１－２１ 

 

カウンセリング ２秋 １ 

看
護
専
門
基
礎 

人体の理解 人体構造学 

人体機能学 

生命・医療倫理 

生化学 

１春 

１春 

１春 

１秋 

２ 

２ 

１ 

１ 

   

健康と疾病の

理解 

シミュレーショントレーニング（心肺蘇生） 

微生物・免疫学 

病理学 

臨床栄養学 

臨床薬理学 

病態治療学Ⅰ 

病態治療学Ⅱ 

病態治療学Ⅲ 

病態治療学Ⅳ 

臨床心理学 

公衆衛生学 

疫学 

保健統計学 

保健医療福祉制度 

４春 

１秋 

１秋 

１秋 

１秋 

１秋 

２春 

２春 

２春 

２秋 

１秋 

４春 

３春 

２秋 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

 

２ 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

２ 

２ 

  

専門職意識の

育成 

キャリア形成の基礎 

キャリア形成の展開 

キャリア形成の発展 

２春 

３春 

４春 

１ 

１ 

１ 

   

基
礎
看
護 

基礎看護学 看護学概論 

コミュニケーション論 

ヘルスアセスメント 

看護過程論 

生活援助方法論Ⅰ 

生活援助方法論Ⅱ 

診療援助方法論 

基礎看護統合演習 

基礎看護学実習Ⅰ（家庭） 

基礎看護学実習Ⅱ（病院） 

１春 

１秋 

１秋 

２春 

１春 

１秋 

２春 

２春 

１秋 

２秋 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

   

地
域
・
在
宅
看
護 

地域・在宅看

護学 

地域看護学概論 

地域・在宅看護学援助論Ⅰ 

地域・在宅看護学援助論Ⅱ 

地域・在宅看護学援助技術論 

地域・在宅看護学実習 

２春 

２春 

２秋 

３春 

４春 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

   

臨
床
看
護 

成人看護学 成人看護学概論 

成人看護学援助論Ⅰ（慢性・終末期） 

成人看護学援助論Ⅱ（急性・回復期） 

慢性・終末期看護学実習 

急性・回復期看護学実習 

２春 

２秋 

３春 

３秋 

３秋 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

   

老年看護学 老年看護学概論 

老年看護学援助論 

老年看護学実習 

２春 

２秋 

３秋 

２ 

２ 

４ 

   



 

 

００１－２２ 

 

小児看護学 小児看護学概論 

小児看護学援助論 

小児看護学実習Ⅰ 

小児看護学実習Ⅱ 

２秋 

３春 

３秋 

４春 

２ 

２ 

１ 

１ 

   

母性看護学 母性看護学概論 

母性看護学援助論 

母性看護学実習 

２秋 

３春 

３秋 

２ 

２ 

２ 

   

精神看護学 精神看護学概論 

精神看護学援助論 

精神看護学実習Ⅰ 

精神看護学実習Ⅱ 

２秋 

３春 

３秋 

４春 

２ 

２ 

１ 

１ 

   

看
護
の
統
合 

統合看護 看護管理論 

看護倫理 

災害看護 

発達障がいと看護 

がん看護 

家族看護 

クリティカルケア論 

看護総合実習 

看護研究の基礎 

看護研究Ⅰ（計画書立案） 

看護研究Ⅱ（計画の実践） 

４秋 

２秋 

４秋 

３春 

４春 

４春 

４春 

４春 

３春 

４春 

４秋 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

２ 

２ 

１ 

２ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

訪
問
看
護
コ
䤀
ス 

在宅看護学 訪問看護展開論Ⅰ 

訪問看護展開論Ⅱ 

訪問看護展開実習 

３春 

４春 

４秋 

 １ 

２ 

２ 

  

保
健
師
コ
䤀
ス 

公衆衛生看護

学 

公衆衛生看護方法論Ⅰ（地域診断） 

公衆衛生看護方法論Ⅱ（個人・家族） 

公衆衛生看護方法論Ⅲ（集団・組織・地域） 

公衆衛生看護活動論 

産業保健論 

学校保健論 

公衆衛生看護技術論 

保健医療福祉行政論 

公衆衛生看護管理論 

コミュニティ実習 

公衆衛生看護学実習 

３春 

３春 

４春 

３春 

４秋 

４秋 

４春 

３春 

４秋 

３春 

４秋 

 
１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

  

【注】自由科目とは、その単位を修得しても卒業に必要な単位数には算入されない科目である。 

 



 

 

００１－２３ 

 

１－４ 看護栄養学部健康栄養学科 

授  業  科  目  の  名  称 
配当 

年次 

単位数 
備考 

必修 選択 自由 

一
般
教
養 

外国語 英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

英語Ⅲ 

英会話Ⅰ 

英会話Ⅱ 

韓国語 

１春 

１秋 

２春 

１春 

１秋 

１春 

１ 

１ 

 

１ 

１ 

 

 

１ 

 

 

１ 

  

自然と情報科

学 

生物学 

化学 

自然科学の基礎 

情報リテラシー 

情報処理の基礎 

統計学 

１春 

１春 

１春 

１春 

１秋 

２秋 

 

 

 

１ 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

 

１ 

  

社会と生活 現代日本語 

社会学 

文化人類学 

日本国憲法 

倫理学 

心理学 

発達心理学 

環境論 

ジェンダー論 

健康と運動Ⅰ 

健康と運動Ⅱ 

健康と音楽 

ボランティア活動論 

キャリア育成 

１春 

１春 

１秋 

２秋 

１春 

１春 

２春 

１春 

１秋 

１春 

１秋 

１春 

１春 

1 春 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

 

 

１ 

１ 

 

  

文化と医療 島根の地域医療 

国際保健と国際協力 

異文化研修Ⅰ（韓国） 

異文化研修Ⅱ（米国） 

異文化研修Ⅲ（台北） 

異文化研修Ⅳ（台中） 

異文化研修Ⅴ（ベトナム） 

多文化共生と地域医療 

ホースセラピー（動物介在療法）とケア 

隠岐病院研修 

沖縄研修 

江津の地域医療研修 

石見銀山大森研修 

豊岡芸術研修 

終末期ケア研修 

口腔・嚥下機能と健康 

チーム医療論 

リスクマネジメント 

カウンセリング 

２春 

４春 

1～4 春 

1～4 春 

2～4 春 

2～4 春 

2～4 春 

1～4 春 

2～4 春 

1～4 春 

2～4 春 

1～4 春 

1～4 春 

1～4 春 

2～4 春 

１秋 

４春 

３春 

２秋 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 



 

 

００１－２４ 

 

導
入 

専門職 医学概論 １春 ２    

専
門
基
礎 

社会・環境と

健康 

公衆衛生学Ⅰ 

公衆衛生学Ⅱ 

公衆衛生学実習 

社会福祉論 

２春 

２秋 

３春 

２春 

２ 

２ 

１ 

２ 

   

人体の構造と

機能及び疾病

の成り立ち 

生化学Ⅰ 

生化学Ⅱ 

生化学実験Ⅰ 

生化学実験Ⅱ 

人体構造学 

人体構造学実習 

人体機能学 

人体機能学実習 

臨床医学Ⅰ 

臨床医学Ⅱ 

臨床薬理学 

微生物学 

免疫学 

臨床検査学 

１秋 

２春 

２春 

２秋 

１春 

１春 

２春 

２秋 

２秋 

３春 

２秋 

２春 

２春 

２秋 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

１ 

  

食べ物と健康 食品学Ⅰ 

食品学Ⅱ 

食品学実験Ⅰ 

食品学実験Ⅱ 

食品衛生学 

食品衛生学実験 

食品加工学演習 

調理科学 

調理学実習Ⅰ 

調理学実習Ⅱ 

食事設計論 

１春 

１秋 

１秋 

２春 

１秋 

２春 

２秋 

１春 

１春 

１秋 

１秋 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

専
門 

基礎栄養学 基礎栄養学 

基礎栄養学実験 

１秋 

２秋 

２ 

１ 

   

応用栄養学 栄養管理学 

応用栄養学Ⅰ 

応用栄養学Ⅱ 

応用栄養学Ⅲ 

応用栄養学実習 

スポーツ栄養学 

２春 

２秋 

３春 

３春 

３秋 

４春 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

１ 

  

栄養教育論 栄養教育論Ⅰ 

栄養教育論Ⅱ 

栄養カウンセリング論 

栄養教育論実習 

学校栄養教育論Ⅰ 

学校栄養教育論Ⅱ 

２春 

２秋 

３春 

３秋 

３春 

３秋 

２ 

２ 

２ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

臨床栄養学 臨床栄養学Ⅰ 

臨床栄養学Ⅱ 

２秋 

３春 

２ 

２ 

 

 

  



 

 

００１－２５ 

 

臨床栄養学Ⅲ 

臨床栄養学実習Ⅰ 

臨床栄養学実習Ⅱ 

在宅栄養ケアマネジメント 

臨床栄養管理学 

３春 

３春 

３秋 

４春 

３秋 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

公衆栄養学 公衆栄養学Ⅰ 

公衆栄養学Ⅱ 

公衆栄養学実習 

２秋 

３春 

３秋 

２ 

２ 

１ 

 

 

 

  

給食経営管理

論 

給食経営管理論Ⅰ 

給食経営管理論Ⅱ 

給食経営管理実習Ⅰ 

給食経営管理実習Ⅱ 

２春 

２秋 

２秋 

３春 

２ 

２ 

１ 

１ 

   

総合演習 総合演習Ⅰ 

総合演習Ⅱ 

３春秋 

４春 

１ 

１ 

   

臨地実習 臨地実習 A（給食経営管理論） 

臨地実習 B（臨床栄養学） 

臨地実習 C（公衆栄養学） 

３秋 

３秋 

４春 

１ 

２ 

１ 

   

発
展 

発展 卒業研究Ⅰ 

卒業研究Ⅱ 

外書講読 

４春 

４秋 

３春 

３ 

３ 

 

 

 

１ 

  

教
職 

教育の基礎的

理解に関する

科目等 

教職論 

教育原理 

教育心理学 

教育社会学 

特別支援教育論 

教育課程論 

道徳の理論と指導法 

特別活動の指導法 

総合的な学習（探究）の時間の指導法 

教育方法学 

生徒指導の理論と方法 

教育相談 

栄養教育実習事前事後指導 

栄養教育実習 

教職実践演習（栄養教諭） 

１春 

１秋 

２秋 

３秋 

３春 

３春 

３秋 

２春 

２春 

３秋 

３秋 

３春 

４春秋 

４春 

４秋 

  ２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

 

【注】自由科目とは、その単位を修得しても卒業に必要な単位数には算入されない科目である。 

 

 



 

 

００１－２６ 

 

 １－５ 人間文化学部保育教育学科 

授  業  科  目  の  名  称 
配当 

年次 

単位数 
備考 

必修 選択 

学
部
共
通
基
礎
科
目 

教養科目 人間と文化 哲学 

心理学 

文学 

読書と豊かな人間性 

1 秋 

1 秋 

1 春 

2 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

 

人間と社会 市民社会と図書館 

社会学 

生涯学習概論 

日本国憲法 

2 秋 

1 春 

2 春 

1 秋 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

人間と自然 人間と自然 

脳科学と心 

栄養学 

数理・データサイエンスへの誘い 

1 秋 

1 春 

2 秋 

1 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

 

体育 健康スポーツ概論 

健康スポーツⅠ 

健康スポーツⅡ 

健康スポーツⅢ 

1 秋 

1 春 

2 春 

2 秋 

１ 

１ 

 

 

１ 

１ 

 

外国語 基礎中国語 

中国語 

基礎韓国語 

韓国語 

基礎インドネシア語 

インドネシア語 

基礎ドイツ語 

ドイツ語 

1 春 

1 秋 

1 春 

1 秋 

1･2 春 

1･2 秋 

1･2 春 

1･2 秋 

 １ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

学
科
基
礎
科
目 

ライフデザイン スタートアップセミナー 

キャリアデザインⅠ 

キャリアデザインⅡ 

保育教育職現場体験活動Ⅰ 

保育教育職現場体験活動Ⅱ 

保育教育職ボランティアⅠ 

保育教育職ボランティアⅡ 

1 春 

2 春 

2 秋 

1 春 

1 通年 

2 通年 

2 通年 

１ 

 

１ 

１ 

１ 

 

1 

 

 

 

１ 

１ 

 

言語リテラシー 英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

海外語学研修Ａ計画 

海外語学研修Ａ 

海外語学研修Ｂ 

1 春 

1 秋 

1･2 春 

1･2 春 

1 通年 

１ 

１ 

 

 

１ 

２ 

２ 

 

情報リテラシー 情報機器の操作Ⅰ 

情報機器の操作Ⅱ 

1 春 

1 秋 

１ 

     

 

１ 

 

専
門
基
幹
科
目 

課題の発見と探究 表現研究（児童文化）Ⅰ 

表現研究（児童文化）Ⅱ 

言葉研究（読み聞かせ実践） 

保育教育文献講読 

心理・教育統計調査法 

教育・社会調査法演習 

1 通年 

2 通年 

1 秋 

3 春 

3 春 

3 秋 

     

     

     

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

 



 

 

００１－２７ 

 

卒業研究基礎演習 

卒業研究 

3 秋 

4 通年 

２ 

４ 

教育の基礎的

理解に関する

科目 

教職の意義 教職論 1 春 ２   

教育の理念・

歴史・思想 

教育原理 1 秋 ２   

心身の発達及

び学習の過程 

発達心理学    

教育心理学 

1 春 

2 春 

２ 

２ 

 

 

 

特別支援教育

の基礎理論 

障害児発達教育論 

特別支援教育とインクルーシブ教

育論 

1 春 

2 秋 

２ 

１ 

  

教 育 の 社 会

的、制度的、

経営的事項 

現代の社会と教育 2 秋      ２  

教育課程の意

義及び編成方

法 

教育課程論 2 春      ２  

福祉と養護の

基礎理論 

福祉の理論 保育原理 

子ども家庭福祉 

社会福祉概論 

1 春 

1 秋 

3 秋 

２ 

２ 

     

 

 

２ 

 

社会的養護 社会的養護Ⅰ 2 秋      ２  

領域及び保育内容の指導法に

関する科目 

幼児と健康 

保育内容・健康の指導法 

幼児と人間関係 

保育内容・人間関係の指導法 

幼児と環境 

保育内容・環境の指導法 

幼児と言葉 

保育内容・言葉の指導法 

幼児と造形表現Ⅰ 

保育内容・造形表現の指導法Ⅰ 

幼児と音楽表現Ⅰ 

保育内容・音楽表現の指導法Ⅰ 

保育内容総論Ⅰ 

保育内容総論Ⅱ 

保育の計画と評価 

3 秋 

3 秋 

2 秋 

2 秋 

3 春 

3 春 

1 秋 

1 秋 

1 秋 

1 秋 

2 春 

2 春 

1 秋 

3 秋 

2 秋 

 １ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

1 

１ 

 

教科及び教科の指導法に関す

る科目 

国語（書写を含む） 

社会 

算数 

理科 

生活 

音楽    

図画工作 

家庭 

体育 

小学英語 

初等国語科教育法（書写を含む） 

初等社会科教育法 

初等算数科教育法 

1 春 

2 秋 

1 秋 

2 春 

2 秋 

1 春 

1 春 

2 秋 

1 秋 

2 春 

2 春 

3 春 

2 春 

２ 

 

 

 

 

１ 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

     

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

 



 

 

００１－２８ 

 

初等理科教育法 

初等生活科教育法 

初等音楽科教育法 

初等図画工作科教育法 

初等家庭科教育法 

初等体育科教育法 

初等外国語（英語）教育法 

2 秋 

3 春 

2 秋 

2 秋 

3 春 

3 春 

3 春 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、 

教育相談等に

関する科目 

道徳の指導法 道徳の理論と指導法 3 春  ２  

総合的な学習

の時間の指導

法 

総合的な学習の時間の指導法 3 春  １  

特別活動の指

導法 

特別活動の指導法 3 春  １  

「教育の方法

及び技術」及

び「情報通信

技術を活用し

た教育の理論

及び方法」 

ICT 活用の理論と方法 2 春  １  

教育方法論 2 秋      ２  

生徒指導、教

育相談及び進

路指導等に関

する科目 

幼児理解の理論と方法 

教育相談の基礎と方法 

生徒・進路指導の理論と方法 

2 秋 

3 春 

3 秋 

 

     

１ 

２ 

２ 

 

表現技術 音楽基礎Ⅰ（ピアノ） 

音楽基礎Ⅱ（ピアノ） 

ピアノ応用Ⅰ 

ピアノ応用Ⅱ 

1 春  

1 秋 

2 春 

2 秋 

 １ 

１ 

１ 

１ 

 

教育実践に関する科目 観察実習（小・特） 

教育実習Ⅰ(幼稚園)指導 

教育実習Ⅰ(幼稚園) 

教育実習ⅡＡ（小学校）指導 

教育実習ⅡＡ（小学校） 

教育実習ⅡＢ（小学校）指導 

教育実習ⅡＢ（小学校） 

教職実践演習 

2 春 

3 春 

3 通年 

3 春 

3 通年 

4 春 

4 春 

4 秋 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

１ 

１ 

４ 

１ 

４ 

１ 

４ 

 

福祉と養護の内容に関する科

目 

社会的養護Ⅱ 

子ども家庭支援の心理学 

子ども家庭支援論 

子育て支援 

子どもの保健 

子どもの健康と安全 

救命救急法・応急手当法 

子どもの食と栄養 

乳児保育Ⅰ 

乳児保育Ⅱ 

障害児保育 

4 春 

4 春 

3 秋 

4 春 

2 春 

2 秋 

4 春 

3 秋 

2 秋 

3 春 

3 秋 

 １ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

００１－２９ 

 

保育実習 保育実習Ⅰ（保育所）指導 

保育実習Ⅰ(保育所） 

保育実習Ⅰ（施設）指導 

保育実習Ⅰ（施設） 

保育実習Ⅱ（保育所）指導 

保育実習Ⅱ（保育所） 

保育実習Ⅲ(施設）指導 

保育実習Ⅲ（施設） 

2 春 

2 春 

3 春 

3 春 

3 春 

3 春 

4 春 

4 春 

 １ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

 

専
門
発
展
科
目 

教育の基礎的理解に関する科

目 
最新教育課題 

学校教育と文化・社会 

地方教育創生論 

3 秋 

4 秋 

3 通年 

 １ 

２ 

２ 

 

領域及び保育内容の指導法に

関する科目 
幼児と造形表現Ⅱ 

保育内容・造形表現の指導法Ⅱ 

幼児と音楽表現Ⅱ 

保育内容・音楽表現の指導法Ⅱ 

3 春 

3 春 

4 春 

4 春 

 １ 

１ 

１ 

１ 

 

教科及び教科の指導法に関す

る科目 
初等国語科授業研究 

初等算数科授業研究 

初等理科授業研究 

初等体育科授業研究 

小学国語 

小学算数 

小学理科 

小学音楽   

小学図画工作 

3 秋 

4 春 

4 春 

4 秋 

4 春 

3 秋 

3 秋 

3 秋 

4 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

 

司書教諭に関する科目 学校図書館論 

学習指導と学校図書館 

学校図書館メディアの構成 

情報メディアの活用 

2 春 

2 秋 

2 秋 

3 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

 

特別支援教育

に関する科目 

特別支援教育

領域に関する

科目 

知的障害児の心理 

知的障害児の生理・病理 

肢体不自由児の心理・生理・病理 

病弱児の心理・生理・病理 

知的障害児指導論 

肢体不自由児指導論 

病弱児指導論 

知的障害児教育演習 

3 春 

3 春 

2 春 

2 春 

3 春 

1 秋 

1 秋 

3 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

免許状に定め

られることに

なる特別支援

教育領域以外

の領域に関す

る科目 

重複・LD・ADHD 等の心理・生理・

病理 

視覚障害児教育総論 

聴覚障害児教育総論 

発達障害児教育総論 

特別支援教育アセスメント 

2 秋 

 

2 秋 

2 春 

3 秋 

3 春 

 ２ 

 

２ 

２ 

２ 

１ 

 

心身に障害の

ある幼児、児

童又は生徒に

ついての教育

実習 

特別支援学校教育実習 A 指導 

特別支援学校教育実習 A 

特別支援学校教育実習 B 指導 

特別支援学校教育実習 B 

4 春 

4 春 

4 秋 

4 秋 

 １ 

２ 

１ 

２ 

 



 

 

００１－３０ 

 

 １－６ 人間文化学部地域文化学科 

授  業  科  目  の  名  称 
配当 

年次 

単位数 
備考 

必修 選択 自由 

学
部
共
通
基
礎
科
目 

教養科目 人間と文化 哲学 

心理学 

文学 

読書と豊かな人間性 

1 秋 

1 秋 

1 春 

2 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

  

人間と社会 市民社会と図書館 

社会学 

生涯学習概論 

日本国憲法 

1 秋 

1 春 

2 春 

1 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

  

人間と自然 人間と自然 

脳科学と心 

栄養学 

数理・データサイエンスへの誘い 

1 秋 

1 春 

2 秋 

1 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

  

体育 健康スポーツ概論 

健康スポーツⅠ 

健康スポーツⅡ 

健康スポーツⅢ 

1 秋 

1 春 

2 春 

2 秋 

 １ 

１ 

１ 

１ 

  

外国語 

 

 

 

 

 

基礎中国語 

中国語 

基礎韓国語 

韓国語 

基礎インドネシア語 

インドネシア語 

基礎ドイツ語 

ドイツ語 

1 春 

1 秋 

1 春 

1 秋 

1 春 

1 秋 

1 春 

1 秋 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
科
基
礎
科
目 

ライフデザイン スタートアップセミナーⅠ 

スタートアップセミナーⅡ 

キャリアデザインⅠ 

キャリアデザインⅡ 

就業体験 

学校現場体験活動Ⅰ 

学校現場体験活動Ⅱ 

1 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

2 春 

1 通年 

2 通年 

１ 

１ 

 

１ 

    

 

 

１ 

    

１ 

１ 

１ 

  

言語リテラシー 総合英語Ａ（入門） 

総合英語Ｂ（リスニング） 

総合英語Ｃ（リーディング） 

総合英語Ｄ（英会話） 

実践英語Ａ（TOEIC 対策） 

実践英語Ｂ（TOEIC 対策） 

実践英語Ｃ（観光英検英語） 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 秋 

1 春 

1 秋 

2 春 

 １ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

数理・情報リテラシー コンピュータ・リテラシーⅠ 

コンピュータ・リテラシーⅡ 

情報技術基礎論 

情報検索 

ＩＣＴ活用の理論と方法 

データサイエンス 

1 春 

1 春秋 

1 秋 

2 春 

2 春 

2 春 

    

２ 

１ 

 

２ 

１ 

１ 

２ 

  



 

 

００１－３１ 

 

統計基礎 

テクノロジーと現代ビジネス 

2 秋 

3 春 

２ 

１ 

専
門
基
幹
科
目 

日 本 文

化 

日本の社会と

歴史 
民俗学概論 

日本文化論（風土と暮らし） 

日本文化論（祭礼と芸能） 

日本文化論（妖怪文化） 

民俗文化調査演習 

歴史学概論 

日本の歴史（近世） 

日本の歴史（近現代） 

日本の歴史（文化史） 

古文書を読む 

茶道 

華道 

書道Ⅰ 

書道Ⅱ 

1 春 

1 秋 

2 春 

3 秋 

3 通年 

1 秋 

2 春 

2 秋 

3 秋 

2 春 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 秋 

２ 

 

 

 

 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

          

         

         

     

日本語 日本語概論  

日本語学概論  

対照文法 

日本語文法論 

日本語史 

日本語学演習Ａ 

日本語学演習Ｂ 

1 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

3･4 秋 

3･4 秋 

２    

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

          

         

         

     

日本の文学 日本文学概論Ａ 

日本文学概論Ｂ 

評論  

児童文学 

近代文学    

古典文学（中古） 

古典文学（中世） 

古典文学演習Ａ 

古典文学演習Ｂ 

近代文学演習Ａ 

近代文学演習Ｂ 

1 春 

1 秋 

1 秋 

2 秋 

2 秋 

2 秋 

3 春 

3･4 秋 

3･4 秋 

3･4 春 

3･4 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

          

         

         

     

国 際 文

化 

海外の社会と

歴史 
文化人類学概論 

異文化コミュニケーション論 

国際関係概論Ⅰ 

国際関係概論Ⅱ 

アメリカ文化論 

イギリス文化論 

ヨーロッパ文化論（フランス） 

ヨーロッパ文化論（ドイツ） 

アジア文化論（東南アジア） 

アジア文化論（東アジア） 

国際文化演習（ヨーロッパ芸術文

化） 

アジア文化研修計画 

アジア文化研修 

1 春 

2 春 

2 春 

2 秋 

2 秋 

3 秋 

3 春 

3 秋 

1 秋 

3 春 

3 春 

 

2･3 春 

2･3 春 

２  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

１ 

２ 

          

         

         

     



 

 

００１－３２ 

 

海外文化研修Ａ 

海外文化研修Ｂ 

海外文化研修Ｃ 

海外文化研修Ｄ 

1 通年 

1 通年 

1 通年 

1 通年 

２ 

２ 

２ 

２ 

英語とコミュ

ニケーション 
英語概論 

英語音声学 

英語学概論Ａ 

英語学概論Ｂ 

英文法 

英語学演習Ａ 

英語学演習Ｂ 

英語コミュニケーション演習Ａ 

英語コミュニケーション演習Ｂ 

パラグラフ・ライティング 

エッセイ・ライティング 

英語プレゼンテーション演習   

メディア英語 

アメリカ語学研修計画 

アメリカ語学研修 

海外研修 

1 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

2 春 

3 春 

3 秋 

2 春 

2 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 春 

1･2 春 

1･2 春 

1 通年 

２  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

          

         

         

     

海外の文学 イギリス文学概論 

アメリカ文学概論 

イギリス文学 

アメリカ文学 

中国古典Ⅰ 

中国古典Ⅱ 

1 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

          

         

         

     

 

専
門
発
展
科
目 

地 域 文

化 

地域と文化 小泉八雲と山陰 

神話と伝説 

山陰地域の民俗文化 

しまね文学探訪 

しまね歴史探訪 

英語と地域文化 

地域とことば 

多文化共生論 

1 春 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 春 

3 春 

2 秋 

2 秋 

２  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

地域と教育 読み聞かせの実践 

Kids’English 

地域の学びと探究的な学習 

しまね図書館学 

教育社会学 

総合的な学習（探究）の時間の指

導法 

生徒・進路指導の理論と方法 

特別支援教育論 

地方教育創生論 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 秋 

2 秋 

2 春 

 

3 春 

3 春 

3 通年 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

 

２ 

１ 

２ 

  

地域と観光 観光と地域 

観光文化概論 

観光と交通の事業史 

観光まちづくり論 

1 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

２  

２ 

２ 

２ 

  



 

 

００１－３３ 

 

しまねの観光と移住 

地域コミュニティ論 

観光創造演習 

観光まちづくり演習 

宍道湖・中海・大山圏域観光演習 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 秋 

2 通年 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

卒業研究 地域文化プロジェクトⅠ 

地域文化プロジェクトⅡ 

3 通年 

4 通年 

３ 

３ 

   

資

格

・

免

許

科

目 

教 科 及

び 教 科

の 指 導

法 に 関

す る 科

目 

各教科の指導

法 
国語科教育法Ⅰ 

国語科教育法Ⅱ 

国語科教育法Ⅲ 

国語科教育法Ⅳ 

英語科教育法Ⅰ 

英語科教育法Ⅱ 

英語科教育法Ⅲ 

英語科教育法Ⅳ 

1 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

  ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

教 育 の

基 礎 的

理 解 に

関 す る

科目等 

教育の基礎的

理解 
教職論 

教育原理 

教育心理学 

教育課程論 

1 春 

1 秋 

2 秋 

3 春 

  ２ 

２ 

２ 

２ 

 

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法等 

道徳の理論と指導法 

特別活動の指導法 

教育方法学 

教育相談 

2 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

  ２ 

１ 

２ 

２ 

 

教育実践 教育実習（３年次）事前事後指導 

教育実習（３年次）Ⅰ 

教育実習（３年次）Ⅱ 

教育実習（４年次）事前事後指導 

教育実習（４年次）Ⅰ 

教育実習（４年次）Ⅱ 

教職実践演習（中・高） 

3 通年 

3 秋 

3 秋 

4 春 

4 春 

4 春 

4 秋 

  １ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

 

図 書 館

に 関 す

る科目 

図書館経営と

サービス 
図書館情報学概論 

図書館サービス概論 

図書館制度・経営論 

情報サービス論 

情報サービス演習 

図書館実習 

1 春 

2 春 

3 春 

2 秋 

3 秋 

3 通年 

  ２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

 

情報資源とそ

の組織化 
情報資源概論 

情報資源組織論 

情報資源組織演習Ⅰ 

情報資源組織演習Ⅱ 

情報メディアの活用 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 秋 

2 秋 

  ２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

 

学校図書館の

運営 
学校図書館論 

学校図書館メディアの構成 

学習指導と学校図書館 

学校教育概論 

2 春 

2 秋 

2 秋 

4 春 

  ２ 

２ 

２ 

２ 

 

日本語教育に関する科

目 
日本語教育 

日本語教授法 

日本語教育演習 

1 秋 

2 春 

2 秋 

  ２ 

２ 

２ 

 



 

 

００１－３４ 

 

日本語教育実習 3 通年 ２ 

【注】自由科目とは、その単位を修得しても卒業に必要な単位数には算入されない科目である。 



 

 

００１－３５ 

 

別表２ 教育職員免許状受領資格取得関係科目（第４１条関係） 

１  看護栄養学部健康栄養学科 

１－１  栄養に係る教育に関する科目 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単 位 数 
備  考 

必修 選択 自由 

・栄養教諭の役割及

び職務内容に関する

事項 

・幼児、児童及び生

徒の栄養に係る課題

に関する事項 

・食生活に関する歴

史的及び文化的事項 

○学校栄養教育論Ⅰ 3 春   ２  

食に関する指導の方

法に関する事項 

○学校栄養教育論Ⅱ 3 秋   ２  

【注１】本表の授業科目は看護栄養学部健康栄養学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 

 

１－２  教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単 位 数 
備  考 

必修 選択 自由 

日本国憲法 ○日本国憲法 2 秋  ２   

体育 健康と運動Ⅰ 

健康と運動Ⅱ 

1 春 

1 秋 

１ 

１ 

   

外国語コミュニケー

ション 

英会話Ⅰ 

英会話Ⅱ 

1 春 

1 秋 

１ 

１ 

   

情報機器の操作 情報リテラシー 

○情報処理の基礎 

1 春 

1 秋 

１  

１ 

  

【注１】本表の授業科目は看護栄養学部健康栄養学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 

 



 

 

００１－３６ 

 

２－３ 教育の基礎的理解に関する科目 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単 位 数 
備  考 

必修 選択 自由 

教育の基礎的理解に

関する科目 

○教職論 

○教育原理 

○教育社会学 

○教育心理学 

○特別支援教育論 

○教育課程論 

1 春 

1 秋 

3 秋 

2 秋 

3 春 

3 春 

  ２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

 

道徳、総合的な学習

の時間等の内容及び

生徒指導、教育相談

等に関する科目 

○道徳の理論と指導法 

○特別活動の指導法 

○総合的な学習（探究）の時間の

指導法 

○教育方法学 

○生徒指導の理論と方法 

○教育相談 

3 秋 

2 春 

2 春 

 

3 秋 

3 秋 

3 春 

  ２ 

１ 

１ 

 

２ 

２ 

２ 

 

教育実践に関する科

目 

○栄養教育実習事前事後指導 

○栄養教育実習 

○教職実践演習（栄養教諭） 

4 春秋 

4 春 

4 秋 

  １ 

１ 

２ 

 

【注１】本表の授業科目は看護栄養学部健康栄養学科履修科目を再掲示 

【注２】自由科目とは、その単位を修得しても卒業に必要な単位数には算入されない科目である。 

【注３】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 



 

 

００１－３７ 

 

 ２ 人間文化学部保育教育学科 

２－１－１  領域及び保育内容の指導法に関する科目（幼稚園教諭一種免許状） 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 

領域に関する専門的

事項 

○幼児と健康 

○幼児と人間関係 

○幼児と環境 

○幼児と言葉 

○幼児と造形表現Ⅰ 

○幼児と音楽表現Ⅰ 

幼児と造形表現Ⅱ 

幼児と音楽表現Ⅱ 

3 秋 

2 秋 

3 春 

1 秋 

1 秋 

2 春 

3 春 

4 春 

 １ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

「領域及び保育内容

の指導法に関する科

目」、「教育の基礎

的理解に関する科目

等」及び「大学が独

自に設定する科目」

の幼稚園教諭一種免

許状取得のための必

修科目を除く 7 科目

から 2 単位を修得す

る。 

保育内容の指導法 ○言葉研究（読み聞かせ実践） 

○保育内容・健康の指導法 

○保育内容・人間関係の指導法 

○保育内容・環境の指導法 

○保育内容・言葉の指導法 

○保育内容・造形表現の指導法Ⅰ 

○保育内容・音楽表現の指導法Ⅰ 

○保育内容総論Ⅰ 

○保育の計画と評価 

○保育内容総論Ⅱ 

保育内容・造形表現の指導法Ⅱ 

保育内容・音楽表現の指導法Ⅱ 

1 秋 

3 秋 

2 秋 

3 春 

1 秋 

1 秋 

2 春 

1 秋 

2 秋 

3 秋 

3 春 

4 春 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

【注１】本表の授業科目は人間文化学部保育教育学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 

 

２－１－２  教科及び教科の指導法に関する科目（小学校教諭一種免許状） 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 

教科に関する専門的

事項 

○国語（書写を含む） 

○社会 

○算数 

○理科 

○生活 

○音楽  

○図画工作 

○家庭 

○体育 

○小学英語 

小学国語 

小学算数 

小学理科 

小学音楽 

小学図画工作 

1 春 

2 秋 

1 秋 

2 春 

2 秋 

1 春 

1 春 

2 秋 

1 秋 

2 春 

4 春 

3 秋 

3 秋 

3 秋 

4 秋 

２ 

 

 

 

 

１ 

１ 

 

１ 

 

   

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

２ 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

「教科及び教科の指

導 法 に 関 す る 科

目」、「教育の基礎

的 理 解 に 関 す る 科

目」及び「大学が独

自に設定する科目」

の小学校教諭一種免

許状取得のための必

修科目を除く 16 科目

から３単位を修得す

る。 



 

 

００１－３８ 

 

各教科の指導法 ○初等国語科教育法（書写を含む） 

○初等社会科教育法 

○初等算数科教育法 

○初等理科教育法 

○初等生活科教育法 

○初等音楽科教育法 

○初等図画工作科教育法 

○初等家庭科教育法 

○初等体育科教育法 

○初等外国語（英語）教育法  

初等国語科授業研究 

初等算数科授業研究 

初等理科授業研究 

初等体育科授業研究 

2 春 

3 春 

2 春 

2 秋 

3 春 

2 秋 

2 秋 

3 春 

3 春 

3 春 

3 秋 

4 春 

4 春 

4 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

【注１】本表の授業科目は人間文化学部保育教育学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 

 

２－２－１  大学が独自に設定する科目（幼稚園教諭一種免許状） 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 

大学が独自に設定す

る科目 

○表現研究(児童文化)Ⅰ 

○表現研究(児童文化)Ⅱ 

○音楽基礎Ⅰ(ピアノ) 

○音楽基礎Ⅱ(ピアノ) 

○ピアノ応用Ⅰ 

○ピアノ応用Ⅱ 

 救命救急法・応急手当法 

1 通年 

2 通年 

1 春  

1 秋 

2 春 

2 秋 

4 春 

 

 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

〇がつかない「大学

が独自に設定する科

目」又は最低修得単

位を超えて修得した

「領域及び保育内容

の指導法に関する科

目」及び「教育の基

礎的理解に関する科

目等」から併せて６

単 位 以 上 を 修 得 す

る。 

【注１】本表の授業科目は人間文化学部保育教育学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 

 

２－２－２  大学が独自に設定する科目（小学校教諭一種免許状） 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 

大学が独自に設定す

る科目 

音楽基礎Ⅰ(ピアノ) 

音楽基礎Ⅱ(ピアノ) 

ピアノ応用Ⅰ 

ピアノ応用Ⅱ 

 救命救急法・応急手当法 

1 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

4 春 

 １ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

【注１】本表の授業科目は人間文化学部保育教育学科履修科目を再掲示 

 

 

 



 

 

００１－３９ 

 

２－３  教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 

日本国憲法 日本国憲法 1 秋 ２   

体育 健康スポーツ概論 

健康スポーツⅠ 

1 秋 

1 春 

１ 

１ 

 

 

 

外国語コミュニケー

ション 

英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

1 春 

1 秋 

１ 

１ 

  

情報機器の操作 情報機器の操作Ⅰ 

情報機器の操作Ⅱ 

1 春 

1 秋 

１ 

１ 

  

【注】本表の授業科目は人間文化学部保育教育学科履修科目を再掲示 

  

２－４－１ 教育の基礎的理解に関する科目等（幼稚園教諭一種免許状） 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 

教育の基礎的理解に

関する科目 

○教職論 

○教育原理 

○発達心理学 

○教育心理学 

○特別支援教育とインクルーシブ教育 

 論 

○現代の社会と教育 

○教育課程論 

最新教育課題 

学校教育と文化・社会 

1 春 

1 秋 

1 春 

2 春 

2 秋 

 

2 秋 

2 春 

3 秋 

4 秋 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

１ 

２ 

 

道徳、総合的な学習

の時間等の指導法及

び生徒指導、教育相

談等に関する科目 

○教育方法論 

○幼児理解の理論と方法 

○教育相談の基礎と方法 

2 秋 

2 秋 

3 春 

 

 

 

２ 

１ 

２ 

 

 

 

教育実践に関する科

目 

○教育実習Ⅰ(幼稚園)指導 

○教育実習Ⅰ(幼稚園) 

○教職実践演習 

3 春 

3 通年 

4 秋 

 

 

２ 

１ 

４ 

 

【注１】本表の授業科目は人間文化学部保育教育学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 

 



 

 

００１－４０ 

 

２－４－２ 教育の基礎的理解に関する科目（小学校教諭一種免許状） 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 

教育の基礎的理解に

関する科目 

○教職論 

○教育原理 

○発達心理学 

○教育心理学 

○特別支援教育とインクルーシブ教育

論 

○現代の社会と教育 

○教育課程論 

最新教育課題 

学校教育と文化・社会 

1 春 

1 秋 

1 春 

2 春 

2 秋 

 

2 秋 

2 春 

3 秋 

4 秋 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

１ 

２ 

 

道徳、総合的な学習

の時間等の指導法及

び生徒指導、教育相

談等に関する科目 

○道徳の理論と指導法 

○総合的な学習の時間の指導法 

○特別活動の指導法 

○教育方法論 

○教育相談の基礎と方法 

○生徒・進路指導の理論と方法 

○ICT活用の理論と方法 

3 春 

3 春 

3 春 

2 秋 

3 春 

3 秋 

2 春 

 

 

 

 

 

 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

 

教育実践に関する科

目 

△教育実習ⅡＡ（小学校）指導 

△教育実習ⅡＡ（小学校） 

△教育実習ⅡＢ（小学校）指導 

△教育実習ⅡＢ（小学校） 

○教職実践演習 

3 春 

3 通年 

4 春 

4 春 

4 秋 

 

 

 

 

２ 

１ 

４ 

１ 

４ 

 

【注１】本表の授業科目は人間文化学部保育教育学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○及び△印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 

  【注３】表中の△印は、実習又は実習指導を示す。これらの４科目から A か B のいずれかを選択したうえで、

実習指導と実習を合わせて５単位を修得する。 



 

 

００１－４１ 

 

 ２－５  特別支援教育に関する科目（特別支援学校教諭一種免許状） 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 

特別支援教育の基礎

理論に関する科目 

○障害児発達教育論 1 春 ２   

特別支援教育領域に

関する科目 

○知的障害児の心理 

○知的障害児の生理・病理 

○肢体不自由児の心理・生理・病理 

○病弱児の心理・生理・病理 

○知的障害児指導論 

○肢体不自由児指導論 

○病弱児指導論 

○知的障害児教育演習 

3 春 

3 春 

2 春 

2 春 

3 春 

1 秋 

1 秋 

3 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

免許状に定められる

こととなる特別支援

教育領域以外の領域

に関する科目 

○重複・LD・ADHD等の心理・生理・病

理 

○視覚障害児教育総論 

○聴覚障害児教育総論 

○発達障害児教育総論 

特別支援教育アセスメント 

2 秋 

 

2 秋 

2 春 

3 秋 

3 春 

 ２ 

 

２ 

２ 

２ 

１ 

 

心身に障害のある幼

児、児童又は生徒に

ついての教育実習 

△特別支援学校教育実習Ａ指導 

△特別支援学校教育実習Ａ 

△特別支援学校教育実習Ｂ指導 

△特別支援学校教育実習Ｂ 

4 春 

4 春 

4 秋 

4 秋 

 １ 

２ 

１ 

２ 

 

【注１】本表の授業科目は人間文化学部保育教育学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 

  【注３】表中の△印は、実習又は実習指導を示す。これらの４科目から A か B のいずれかを選択したうえで、

実習指導と実習を合わせて３単位を修得する。 



 

 

００１－４２ 

 

 ３  人間文化学部地域文化学科 

３－１－１  教科及び教科の指導法に関する科目（中学校教諭一種免許状（国語）） 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 自由 

国語学（音声言語及

び文章表現に関する

ものを含む。） 

○日本語概論 

○日本語学概論 

対照文法 

日本語文法論 

日本語史 

地域とことば 

日本語学演習Ａ 

日本語学演習Ｂ 

古文書を読む 

1 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 秋 

3･4 秋 

3･4 秋 

2 春 

２  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

 

「対照文法」「日本

語文法論」「日本語

史 」 「 地 域 と こ と

ば」の 4 科目から 2

単位を修得する。 

 

「日本語学演習 A・

B」の 2 科目から 2 単

位を修得する。 

国文学（国文学史を

含む。） 

○日本文学概論Ａ 

○日本文学概論Ｂ 

評論 

児童文学 

近代文学 

古典文学（中古） 

古典文学（中世） 

古典文学演習Ａ 

古典文学演習Ｂ 

近代文学演習Ａ 

近代文学演習Ｂ 

神話と伝説 

しまね文学探訪 

文学 

1 春 

1 秋 

1 秋 

2 秋 

2 秋 

2 秋 

3 春 

3･4 秋 

3･4 秋 

3･4 春 

3･4 春 

2 春 

3 春 

1 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

 

「 評 論 」 「 児 童 文

学」「近代文学」の 3

科目から 4 単位を修

得する。 

「 古 典 文 学 （ 中

古 ） 」 「 古 典 文 学

（中世）」の 2 科目

から 2 単位を修得す

る。 

「古典文学演習 A・

B」の 2 科目から 2 単

位を修得する。 

「近代文学演習 A・

B」の 2 科目から 2 単

位を修得する。 

漢文学 ○中国古典Ⅰ 

中国古典Ⅱ 

3 春 

3 秋 

 ２ 

２ 

  

書道（書写を中心と

する。） 

○書道Ⅰ 

○書道Ⅱ 

3 春 

3 秋 

 １ 

１ 

  

各教科の指導法 ○国語科教育法Ⅰ 

○国語科教育法Ⅱ 

○国語科教育法Ⅲ 

○国語科教育法Ⅳ 

1 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

  ２ 

２ 

２ 

２ 

 

【注１】本表の授業科目は人間文化学部地域文化学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 

 



 

 

００１－４３ 

 

 ３－１－２ 教科及び教科の指導法に関する科目（中学校教諭一種免許状（英語）） 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 自由 

英語学 ○英語概論 

○英語音声学 

○英語学概論Ａ 

○英語学概論Ｂ 

○英文法 

英語学演習Ａ 

英語学演習Ｂ 

1 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

2 春 

3 春 

3 秋 

２  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

 

「英語学演習 A・B」

の 2 科目から 2 単位を

修得する。 

英米文学 ○イギリス文学概論 

○アメリカ文学概論 

イギリス文学 

アメリカ文学 

1 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

  

英語コミュニケーシ

ョン 

○英語コミュニケーション演習

Ａ 

英語コミュニケーション演習

Ｂ 

○パラグラフ･ライティング 

○エッセイ･ライティング 

○英語プレゼンテーション演習 

メディア英語 

アメリカ語学研修計画 

アメリカ語学研修 

総合英語Ａ（入門） 

総合英語Ｂ（リスニング） 

総合英語Ｃ（リーディング） 

総合英語Ｄ（英会話） 

2 春 

 

2 秋 

 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 春 

1･2 春 

1･2 春 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 秋 

 ２ 

 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「総合英語 A～D」の 4

科目のうち、66 条の 6

「外国語コミュニケー

ション」として選択し

た科目以外の科目 

異文化理解 ○異文化コミュニケーション論 

アメリカ文化論 

イギリス文化論 

2 春 

2 秋 

3 秋 

 ２ 

２ 

２ 

 「アメリカ文化論」

「イギリス文化論」の

2 科目から 2 単位を修

得する。 

各教科の指導法 ○英語科教育法Ⅰ 

○英語科教育法Ⅱ 

○英語科教育法Ⅲ 

○英語科教育法Ⅳ 

1 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

  ２ 

２ 

２ 

２ 

 

【注１】本表の授業科目は人間文化学部地域文化学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 



 

 

００１－４４ 

 

 

 ３－１－３  教科及び教科の指導法に関する科目（高等学校教諭一種免許状（国語）） 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 自由 

国語学（音声言語及

び文章表現に関する

ものを含む。） 

○日本語概論 

○日本語学概論 

対照文法 

日本語文法論 

日本語史 

地域とことば 

日本語学演習Ａ 

日本語学演習Ｂ 

古文書を読む 

1 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 秋 

3･4 秋 

3･4 秋 

2 春 

２  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

 

「対照文法」「日本

語文法論」「日本語

史 」 「 地 域 と こ と

ば」の 4 科目から 6

単位を修得する。 

 

「日本語学演習 A・

B」の 2 科目から 2 単

位を修得する。 

国文学（国文学史を

含む。） 

○日本文学概論Ａ 

○日本文学概論Ｂ 

〇評論 

児童文学 

〇近代文学 

〇古典文学（中古） 

〇古典文学（中世） 

古典文学演習Ａ 

古典文学演習Ｂ 

近代文学演習Ａ 

近代文学演習Ｂ 

神話と伝説 

しまね文学探訪 

文学 

1 春 

1 秋 

1 秋 

2 秋 

2 秋 

2 秋 

3 春 

3･4 秋 

3･4 秋 

3･4 春 

3･4 春 

2 春 

3 春 

1 春 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

 

 

 

 

「古典文学演習 A・

B」の 2 科目から 2 単

位を修得する。 

「近代文学演習 A・

B」の 2 科目から 2 単

位を修得する。 

漢文学 ○中国古典Ⅰ 

中国古典Ⅱ 

3 春 

3 秋 

 ２ 

２ 

  

各教科の指導法 ○国語科教育法Ⅰ 

国語科教育法Ⅱ 

国語科教育法Ⅲ 

○国語科教育法Ⅳ 

1 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

  ２ 

２ 

２ 

２ 

 

【注１】本表の授業科目は人間文化学部地域文化学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 

 



 

 

００１－４５ 

 

 ３－１－４  教科及び教科の指導法に関する科目（高等学校教諭一種免許状（英語）） 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 自由 

英語学 ○英語概論 

○英語音声学 

○英語学概論Ａ 

○英語学概論Ｂ 

○英文法 

英語学演習Ａ 

英語学演習Ｂ 

1 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

2 春 

3 春 

3 秋 

２  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

 

「英語学演習 A・B の

2 科目から 2 単位を修

得する。 

英米文学 ○イギリス文学概論 

○アメリカ文学概論 

イギリス文学 

アメリカ文学 

1 春 

1 秋 

2 春 

2 秋 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

  

英語コミュニケーシ

ョン 

○英語コミュニケーション演習

Ａ 

○英語コミュニケーション演習

Ｂ 

○パラグラフ･ライティング 

○エッセイ･ライティング 

○英語プレゼンテーション演習 

○メディア英語 

アメリカ語学研修計画 

アメリカ語学研修 

総合英語Ａ（入門） 

総合英語Ｂ（リスニング） 

総合英語Ｃ（リーディング） 

総合英語Ｄ（英会話） 

2 春 

 

2 秋 

 

2 春 

2 秋 

3 春 

3 春 

1･2 春 

1･2 春 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 秋 

 ２ 

 

２ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「総合英語 A～D」の

4 科目のうち、66 条

の 6「外国語コミュニ

ケーション」として

選択した科目以外の

科目 

異文化理解 ○異文化コミュニケーション論 

アメリカ文化論 

イギリス文化論 

2 春 

2 秋 

3 秋 

 ２ 

２ 

２ 

 「アメリカ文化論」

「イギリス文化論」

の 2 科目から 2 単位

を修得する。 

各教科の指導法 ○英語科教育法Ⅰ 

○英語科教育法Ⅱ 

○英語科教育法Ⅲ 

○英語科教育法Ⅳ 

1 秋 

2 春 

2 秋 

3 春 

  ２ 

２ 

２ 

２ 

 

【注１】本表の授業科目は人間文化学部地域文化学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 



 

 

００１－４６ 

 

 ３－２  教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 自由 

日本国憲法 ○日本国憲法 1 秋  ２   

体育 ○健康スポーツ概論 

健康スポーツⅠ 

健康スポーツⅡ 

健康スポーツⅢ 

1 秋 

1 春 

2 春 

2 秋 

 １ 

１ 

１ 

１ 

  

「健康スポーツⅠ～

Ⅲ」より1単位以上選

択必修 

外国語コミュニケー

ション 

総合英語Ａ（入門） 

総合英語Ｂ（リスニング） 

総合英語Ｃ（リーディング） 

総合英語Ｄ（英会話） 

1 春 

1 春 

1 秋 

1 秋 

 １ 

１ 

１ 

１ 

 「総合英語 A～D」よ

り 2 単位以上選択必

修 

情報機器の操作 ○コンピュータ・リテラシーⅡ 1 春･秋 ２    

【注１】本表の授業科目は人間文化学部地域文化学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 

 

 

 ３－３ 教育の基礎的理解に関する科目 

教育職員免許法施行規則

に定める科目区分 
授業科目の名称 配当年次 

単位数 
備  考 

必修 選択 自由 

教育の基礎的理解に

関する科目 

○教職論 

○教育原理 

○教育心理学 

○教育社会学 

○教育課程論 

○特別支援教育論 

1 春 

1 秋 

2 秋 

2 秋 

3 春 

3 春 

  

 

 

２ 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

 

 

道徳、総合的な学習

の時間等の指導法及

び生徒指導、教育相

談等に関する科目 

○道徳の理論と指導法 

○特別活動の指導法 

○総合的な学習(探究)の時間の

指導法 

○教育方法学 

〇ＩＣＴ活用の理論と方法 

○生徒・進路指導の理論と方法 

○教育相談 

2 秋 

2 春 

2 春 

 

2 秋 

2 春 

3 春 

3 春 

  

 

１ 

 

 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

 

２ 

 

 

２ 

「道徳の理論と指導

法」は中学校教諭一

種免許状（国語・英

語）取得のための必

修科目 

教育実践に関する科

目 

 学校現場体験活動Ⅰ 

○学校現場体験活動Ⅱ 

教育実習（３年次）事前事後

指導 

教育実習（３年次）Ⅰ 

教育実習（３年次）Ⅱ 

教育実習（４年次）事前事後

指導 

教育実習（４年次）Ⅰ 

教育実習（４年次）Ⅱ 

○教職実践演習（中・高） 

1 通年 

2 通年 

3 通年 

 

3 秋 

3 秋 

4 春 

 

4 春 

4 春 

4 秋 

 １ 

１ 

 

 

１ 

 

２ 

１ 

１ 

 

２ 

１ 

２ 

「教育実習（3年次）

事前事後指導」「教

育実習（4年次）事前

事後指導」の2科目か

ら1単位を修得する。 

 

「教育実習（3年次）

Ⅰ」「教育実習（4年

次）Ⅰ」の2科目から

2単位を修得する。 

 

「教育実習（3年次）



 

 

００１－４７ 

 

Ⅱ」および「教育実

習（4年次）Ⅱ」は中

学校教諭一種免許状

（国語・英語）取得

のための選択科目。

この2科目から1単位

を修得する。 

【注１】本表の授業科目は人間文化学部地域文化学科履修科目を再掲示 

【注２】表中の○印は、教育職員免許状取得のための必修科目を指す。 

 



 

 

００１－４８ 

 

別表３ 卒業に必要な単位数（第３７条関係） 

 

１－１ 国際関係学部国際関係学科 

区       分 
卒 業 要 件 単 位 数          

必修 選択 計 

基礎教養科目群 ６ ２４ ３０ 

専門基礎科目群 ２ 

国際関係

３６ 

国際ｺﾐｭ 

３８ 

国際関係

３８ 

国際ｺﾐｭ 

４０ 

専門科目群 ４ 

国際関係

４２ 

国際ｺﾐｭ 

４０ 

国際関係

４６ 

国際ｺﾐｭ 

４４ 

自由選択科目 － １０ １０ 

            合         計    １２ １１２ １２４ 

  ※自由選択科目には基礎教養科目群、専門基礎科目群、専門科目群の中から選択した科目、他学部・他大

学等において履修した科目のうち自由選択科目として認定を受けた科目等を算入する。 

 

１－２ 地域政策学部地域政策学科 

区       分 
卒 業 要 件 単 位 数          

必修 選択 計 

基礎教養科目群 ６ ２２ ２８ 

専門基礎科目群 ４ ２８ ３２ 

専門科目群 ４ ５０ ５４ 

自由選択科目 － １０ １０ 

            合         計    １４ １１０ １２４ 

  ※地域づくりコースにおいては、「専門基礎科目群」の「選択」は３０単位とし、「専門科目群」の「選択」

は４８単位とする。  

※自由選択科目には基礎教養科目群、専門基礎科目群、専門科目群の中から選択した科目、他学部・他大学

等において履修した科目のうち自由選択科目として認定を受けた科目等を算入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

００１－４９ 

 

１－３ 看護栄養学部看護学科 

区       分 
卒 業 要 件 単 位 数          

必修 選択 計 

一般教養 １２ １４ ２６ 

看護専門基礎 ２４ ２ ２６ 

 基礎看護 １４ － 

７２ 
地域・在宅看護 ８ － 

臨床看護 ３８ － 

看護の統合 １０ ２ 

合         計 １０６ １８ １２４ 

 



 

 

００１－５０ 

 

１－４ 看護栄養学部健康栄養学科 

区       分 
卒 業 要 件 単 位 数          

必修 選択 計 

一般教養 １４ １８ ３２ 

 導入 ２ － ２ 

専門基礎 ４０ － ４０ 

専門 ４４ － ４４ 

発展 ６ － ６ 

合         計 １０６ １８ １２４ 

 

１－５ 人間文化学部保育教育学科 

 区       分 
卒 業 要 件 単 位 数          

必修 選択 計 

学部共通基礎科目 ４ １０ １４ 

学科基礎科目 ７ １ ８ 

専門基幹科目 

課題の発見と探求 ６ 

７４ 

【注】 
１０２ 

教育の基礎的理解に関する科目 １１ 

福祉と養護の基礎理論 ４ 

領域及び保育内容の指導法に関す

る科目 
０ 

教科及び教科の指導法に関する科

目 
５ 

道徳、総合的な学習の時間等の指

導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 

０ 

表現技術 ０ 

教育実践に関する科目 ２ 

福祉と養護の内容に関する科目 ０ 

保育実習 ０ 

専門発展科目 

教育の基礎的理解に関する科目 

－ 

領域及び保育内容の指導法に関す

る科目 

教科及び教科の指導法に関する科

目 

司書教諭に関する科目 

特別支援教育に関する科目 

合         計 ３９ ８５ １２４ 

  【注】[専門基幹科目]選択科目を履修する場合、島根県立大学人間文化学部保育教育学科履修細則第８条に定

める履修モデルに基づき履修すること。また 74 単位中 64 単位以上を専門基幹科目から修得すること。 



 

 

００１－５１ 

 

１－６ 人間文化学部地域文化学科 

区       分 
卒 業 要 件 単 位 数          

必修 選択 計 

学部共通基礎科目 ０ １１ １１ 

学科基礎科目 ５ ９ １４ 

専門基幹科目 １０ ５４ ６４ 

専門発展科目 １０ １２ ２２ 

自由選択科目 － １３ １３ 

合         計 ２５ ９９ １２４ 

※自由選択科目には学部共通基礎科目、学科基礎科目、専門基幹科目及び専門発展科目の中から選択した科

目、他学部・他大学等において履修した科目のうち自由選択科目として認定を受けた科目等を算入する。 

 


